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第1章　世界の現状

第2節 発展途上国と貧困の問題❶

不均衡な世界

発展途上国とは
発展途上国、もしくは開発途上国（Developing Countries）
の明確な定義はなく、国際連合や世界銀行、OECDなど
の国際機関がそれぞれ異なった基準を使っている。OECD
の開発援助委員会（DAC）では、１人当たりの国民総所得
（GNI）を基準とした「援助受取国・地域リスト（List of 
ODA Recipients）」を作成しており、このリストの国は政
府開発援助を受ける対象となるので、通常これらの国を開
発途上国（発展途上国）と呼んでいる。同リストに基づく
と、世界195か国（2012年1月1日現在）中、発展途上
国（ODAの対象国）は152か国に上るが、同じ発展途上
国でも高中所得国であるアルゼンチンやチリと、後発開発
途上国のアフガニスタンでは、全く状況が異なることに留
意する必要がある。

貧困の定義
貧困にはさまざまな側面があるため、その定義は１つでは
なく、指標もいくつかある。「絶対的貧困」と呼ばれるの
は、最低必要条件の基準が満たされていない状態、すなわ
ち、最低限必要な食料と、最低限の非食料支出が購入でき
る所得または支出水準に達していない状態をいう。世界銀
行では「１日1.25ドル未満で暮らす人」を最貧困層と定
義しているが、この基準は国際貧困ラインとも呼ばれ、ミ
レニアム開発目標の第１番目の指標となっている。他方で、
ある社会においてその構成員の大多数より貧しい状態を示
すのが「相対的貧困」で、所得の分布における中央値の
50％に満たない人々の割合を相対的貧困率という。

●ある国が発展途上国か先進国かは、その国の経済力（国民総所得）により判断されていることを知る。

●発展途上国と呼ばれる国の間でも、国や地域により貧しさの度合いが異なること、またその改善の度
合いも異なることを学ぶ。

●世界の富は、その多くを一握りの人（おもに先進国の国民）が所有していること、その偏在の度合い
が大きいことを認識する。

●発展途上国の人が貧しい原因は一つではなく、また社会的、構造的な要因が関係し合っていることを
学ぶ。

指導のねらい

学習指導要領
との関連

・ 中学校社会［地理的分野］（１）イ
・ 中学校社会［公民的分野］（４）ア、イ

●発展途上国がどのような国かを知り、また世界の中でどの地域に多いのか
を学ぶ。

●国の経済力が弱いことは、その国民の貧困にもつながるが、同じ発展途上
国の間や、一つの国の中でも格差があることを学ぶ。

●世界の富は一部の人に集中しており、多くの日本人は富裕層であることを知る。

●発展途上国における貧困の原因は、当事者たる個人には変えられないもの
が多く、また相互に関係していて克服するのは困難だが、解決に向けた取り
組みがあることを知る。
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